














自己像形成 におけるメデ ィアか らの影響 の重要性 にっいて




そこには自分以外の存在=「 他者」1が 深 く関
わっている。心理学においては、家族、友人、教
師といった 「身近な人物」か らの影響(あ るいは
身近な人物 との関係性 ・相互作用)が 考え られて
きた。だが、 自己は決 して身近な人物か らの影響
だけで形成 されるものではない。心理学において、









ス トとして扱 った研究は存在するが、 自己形成の
文脈においてメディア(あ るいはメディアにあ ら
われる人物像)か らの影響を扱 った心理学研究 は
ほとんど見 られないのが現状である。
そこで本稿では、自己形成において重要 とされ
る接近 ・回避の目標 としての自己像(理 想の自己
















成 り立つものではな く、その人を取り巻 く全ての
ものとのかかわり、すなわち(自 分以外の存在と
しての)他 者 との相互作用なのである。 自己は他
者 との関係 のなかで発展す るものとされている



























































結果、9割 以上 が食事中 もテ レビをつ けて いるこ
と、1日3時 間以上 テ レビを見て いる小 ・中学生
が5割 以上 であ ること、さらに、 これ とは別 にゲー
ムやイ ンター ネ ッ トといったメデ ィアへの接触時
間があ ることなどが示 されている。また、テ レビ・
ビデオ育児 やテ レビ文化 の中で親 子が 目をあわせ
て共感す る体験 が非常 に少 な くな り、 「テ レビ ・
ビデオ育児症候群」 という現象が起 きて いること
も報告 されてい る7。
このよ うにメデ ィアに よる悪影響 を懸念 す る動
きが ある一方 で、 メデ ィア経験 を 自己形成 的契機
と して ポ ジテ ィブに とらえよ うとする研究 もある。
佐 々木(1996)は 、自己形成的契機 としてのメディ
ア経験 を論 じ、 メデ ィア経験 は単 に視覚 的 ・聴覚
的 なものにとどまる ものではな く、何 らかの次元
で人間の想像力 と関 わる経験 であると述べている。
また、 メデ ィア概念 を身体 的経験 と関連 させなが
ら、装置 メデ ィア、電子メディア、双方向的メディ
ア、会話型 コ ミュニケー ションとい うよ うに、何
段階に も分 けて論 じ、 メデ ィアの細分化 の必要性
を指摘 して いる。
(3)メ ディア(に あらわれる人物像)か らの影響
従来の自己形成の研究は、自己や理想像が"ど

















ている。 また、平成5年 の 「中学生の読書観」 と
いうアンケー ト調査をもとに、漫画や雑誌を含め
た書物(特 に漫画)か らの影響を検討 している。
人気の高い漫画の共通性が 「主人公が様々な困難
に立ち向かいながら徐々に成長 していくス トー リー








ものとして、一番多 く挙 げられたのは 「友人」









も報告 し、子どもが読書か らの影響を意識 してい
ないことを示 している。 そして、子どもが漫画か
ら人の生き方の何を学ぶかとして、第一に 「カッ
コよさ」(困 難に負けずにいつ も前 向きに生 きる








速水(1993)は 、深 く感動 して心に印象強 く残
り、生活の励みになっているような話や言葉の出
所を、「家族、先生、友人、本 ・新聞 ・テ レビ
(マスコミ)、その他」に分けて質問 したところ、
中学生、高校生、大学生ともに 「本 ・新聞 ・テレ
ビ」 が一番 多か った ことを報告 して いる。特 に大
学生 の場合 は 「本 ・新聞 ・テ レビ」の割合が6割
以上(男 子71.4%、 女子59.1%)で あ った。 速水
は この結果 につ いて、 テ レビ、新聞のみ ならず、
雑誌、漫画、小説、映画、歌 など多 くの媒体が含
まれた可能性 を指摘 して いる。思春期 以降、一般
的 に身近 な人 よ りもメデ ィアか らの方 が感動(影
響)を 受 けやす い ことが示 されてい る。
ベ ネ ッセの調査(1995)が 、 高校生 に"「 同 じ
よ うな行動や生 き方 を してみたい」 と思 った人"
を3人 以内でたずね、本人 との距離 の点 か ら、(1)
家族 ・親類、(2)友 だ ちな どの身近 な人、(3)ス ポー
ツ選手 などのその他 の実在 の人、(4)実在 でない人、
に分類 した結果、子 どもたちの生 き方のモデルは、
マ ンガ ・アニメの登場人物(36.5%)が 最 も多 く、
全 体の3.5割 を 占め、次 いで スポーッ選手(26.8%)、
学 校 の友 達 や先輩(20.6%)が2割 台 で あ った
(大 野、1995)。 この ことか ら、身近 な人 よ りむ し
ろ実在 でない架空 の人物 やテ レビで見 るだけの有
名人 の方 が生 き方 モデル として選択 されているこ
とがわ かる。 メデ ィアにあ らわれる人物像が生 き
方 のモデル として選択 されていることか ら、メディ
アにあ らわれる人物像が 自己像(理 想像)に 影響
を与 えてい ることがわか る。 しか し、 自己像(理
想像)と メデ ィアの関係 を扱 った心理学研究はま
だ まだ少 ない。
3.理 想像(理 想の自己像)に ついて
(U身 近な人物からの影響















のか ら自律的な ものになって いくという道徳性




1932)。 つまり、道徳性は、は じめ親 ・教師(と
いう他者)か らの影響によって発達 し、後 に友人
(という他者)か らの影響によ って発達す ると解
釈できる。道徳性はやがて価値観、理想像 とも結
びついていく。伊藤(1994)は 、「自己概念形成
の基準となる"規 範意識"を"自 分に対 してこう
あるべきと考える期待や願望"と 定義するとすれ























97)は 、小学5、6年 生を対象にアンケー ト調査
を実施し、「「りっぱだな、そんけいできるなあと、
思 う人 は誰ですか?』(昔 の人でも、今の人でも、
遠 くの人でも身近な人でも構いません)」 という

















ついて述べている。速水 ・高村 ・陳 ・浦上(1996)




























あったが、 アイデンティテ ィーを確立 していく
(自 らの意識が強まる)段 階に入 って、他者か ら



























は、子どもの描 く理想像をどのように した ら客観
的に捕 らえることができるかを検討する中で、理



































4.マ ンガ とい うメデ ィアについて
(1)マ ンガの影響可 能性
これまで メデ ィアが理想像 に影響 を与 え る可能
性 について述 べて きたが、 ここでひ とっの メデ ィ



























取 り入れたことによるストー リー展開の明解性 と







正 ・昭和戦前期の 「漫画」→昭和20年 代の 「絵物
語」→昭和30年 代の 「劇画」→昭和40・50年 代の




































称 として定着 した 「劇画」 に代わり、「コミック」
という言葉が頻繁に使われるようになった。また、







"根 性"も のが ヒッ トし、『ベ ルサ イユの ば ら』
のような強 い ヒロイ ンが登場す る一方で、頼 りな
い男性 も漫画 の主人公 と して描かれ始 め、様々な
ヒーロー ・ヒロイ ンが誕生 した。昭和60年 代 ・平
成 の時代 になると、漫画 は巨大 ビジネス化 した。
コ ミック誌 の ヒッ ト漫画 は単行本化や テ レビアニ
メ化 され ることが常識 となり、 これ によって更 に
多 くの フ ァンを獲得 し、知名度 と人気度を増 した
キャラクターが商品 の販売促進 に利用 され、そ こ
に版権使用料 と して莫大な金額が動 くキャラクター
ビジネスが形成 され た。 また、教養書の コ ミック
化が現れ、多忙 な現代人 の知識吸収の スタイルに
マ ッチ して成功 した。
日本 の マ ンガは世界 に輸出 され、 アジアや欧米
で人気 を得て いる。 漫画 という表記か らマ ンガ と
いう表記が増えて くるが、これ らにはアニメやゲー
ムも含 まれ る。 この言葉 は 「MANGA」 として
国際語 にな って いる。 日本の テ レビアニ メは1980
年代に世界中で放映 され るようにな り、 ジャパ ン
とアニ メー ションの複合語 としての"ジ ャパニメー
シ ョン"と いう言葉 も生 まれ、世 界中に 日本 のテ
レビアニ メ人気 を巻 き起 こ してい る。 マ ンガは巨
大産業 とな り、 毎年20億 冊を超 え るコ ミックが刊
行 され、 ア ニメやキ ャラクター ビジネス、 ゲーム
ソフ トやマ ンガ喫茶 な ど関連産業 の売上 げは数兆






















の広が りをあげている。 しか し、日本政府が認あ
たのは、あくまで 「大衆文化」としてのマンガで
あり、芸術 として高 く評価されているわけではな














他者像の整理 ・統合の結果 として理想 の自己像
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1こ こでいう 「他者」は 「自分以外の存在」 を意味
し、人物に限定されない。









4幼 児期と絵本 といった研究 もあるが、発達段階と
メディアが偏っているように思われる。例えば、「青
































ていることも発見され、近年で は接近 ・回避 目標 と
しての正 ・負の理想 自己といった観点か ら理想 自己
をとらえる研究が増えており、 理想自己を思考する
ことの意味にっいて検討した研究 もある。
11こ こでの 「マンガ」とは、国際語 「MANGA」
が意味する 「マンガ」であり、いわゆる"漫 画本"
だけでなく、"ア ニメ"な ども含めたメディア(総 体)
とする。「漫画」、「MANGA」 、「マンガ」 という表
記について、詳 しくは、清水 勲1999『 図説 マ
ンガの歴史」(河 出書房新社)参 照のこと。
(修士課程)
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